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For modernization of bui1ding Production， the various studies-a study of“Bui1ding Element"， 
a study of“Bui1ding Weight" - an advanced， and recently a study of Construction Method 

of Preiabricated building is advanced suddenly. 
This paper is a report. i泊且v刊芭悶s叫ti泡ga抗tedand and 釘叩la叫ly阿ze凶da number of the Work-Element in 

“"P心 s叫la油b"p戸ro吋du叫ct“io叩nby the 
Problem solution about the Woぽrk-Efficie阻nc可y.

はじめに

建築生産の近代化をはかる乙とは従来から強く叫ば

れ， 特に公共住宅の建設はその重要さを裏付けられ，

B.E.の研究も近時多く見受けることができる. 乙の報

告は前報1)においては主としてコンクリート打設機械を

使用しない場合についての調査結果の報告であったが，

今回は P.C版製造機を使用した場合における工数調査

の結果報告である.

2 調査目的

P.C版の製作費を軽減するには人件費，工場施設費，

機械器具損料等の直接経費と間接経費を軽減する ζ とが

必要である.ζの中でも特にその基礎となる直接経費に

ついて考えてみると，

a 人件費の軽減については，機械力の導入による作

業量の増加をはかること.

b 工場施設，機械損料を減らすためには P.C版の

製作数量を増加する ζ と.

写真-1 養生用蓋

C コンクリート，フイニッシャー
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1台

である.

そこで今回は次の機械を使用した場合の P.C版製作

iζ要する工数を調査し，解析しようとするものである.

d コンクリ{ト，スーパーフィニッシャー 1台

ii)ロープ， トロリー式ヤード，クレーン

i )アルバ一社製P.C板製造機

a コンクリート，スプレッダー

b コンクリート，コンノマクター

1台

1台

a 屋内用荷重7ton 1台

b 屋外用荷重7ton 1台

iii)コンクリート運搬車

3転ダンプ， トラック 3台
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iv) P.C版製造用トラパーサ-

3 調査計画および方法

3.1 調査方法

期日 昭和42年 8月3日および|可年 8月4日

場所大成プレハブ株式会社千葉工場Aライン

1台

調査方法 man to man方式および写真撮影 (8m

mカメラ)による.

作業員は調査員lζ夫々識別できるよう腕章を巻き，ま

たはヘルメットにも夫々職種別および作業員別番号を記

した.

調査作業員大工 7名

土工 13名

左官 2名

電工 1名

写真 2 養生蓋あけ

ii)作業員の流れ

iii)機械の行動追跡

機械工 4名 a P.C版製造機(スプレッダー，コンパクター，

(スプレッダー，コンパク

ター，フイニッシャ，ス

ーパーフイニッシャー)

フィニッシャー，スーパーフィニッシャー)

b ヤードクレーン

クレーン，オペレッター 1名

c コンクリート運搬車

d ノすッチャー，プラント

調査内容について次のとおりとした.

作業時問調査

各調査員は各作業員の行動を追跡し，各作業別の所要

時間および作業内容を記録する，

i )作業員の行動追跡 作業員の作業時間は次のとおり区分した.

|一正味準備，後始末時間 (Tpe)
!一作業準備，後始末時間 (Tp)-1 I lï~......，.... Ym ， 1:?<..7'I-I/r.H'J'1-IJ ，...1:'/ー余裕時間 (Ap)

作業時間 (Ts)-1 
--"l-o ft..- .:.w.. ..--1- ""<=1 /""~， 正味主作業時間 (Tfe)

|主作業時間 (Tj)一一|
l 余裕時間 (Af)

Ts=Tp+Tj=Tpe十Tfe十Ap+Af

各作業区分は表-1!ζ示すとおりとした.

表-1 作業区分

作業員の作業区分 内 h廿h 

正味準備，後始末時間 主作業のための段取り，後始末時間で，機械工具の準備，整備，清掃等の時間

正味主作業時 間 実際にその作業を行伝っている時間

余裕時間

待ち 時間 実働できる状態であるが，他の原因で実働できず，手待ちしている時間

遊び 時間 完全にムダと恩われる時間

そ の 他 移動時間，休憩，用達等による時間

各作業の内容は表 2のとおりとする.

表-2 作 業内容

イ乍 業 名 作業名の内容 備

1 葦 開 け

2 脱 型 ボ、Jレト外し

枠外し P.C版から枠を完全に取り去る作業

3 ス 卜 ツ ク 治具取付

治具取外し

Hookかけ

日ook外し

考
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作 業 名 作業名の内容 備 考

バタ角用意

4 清 掃 ケ レン

ハキ集め ハキ集めて構外のハキ溜まで運ぶ作業をも含む.

5 型 枠 組 枠 組 み

ボルト締め

剥離剤塗布

スチロール取付 スチロールを切断し9枠をはめとむまでの作業開

中枠組

6 先 付 材 サッシュ取付

木煉瓦

インサート

配管スリーブ

換気扇木枠取付

7 配 筋 メッシュ差し筋 メッシュを取りに行って枠の中に運び込むまで.

差し筋

Joint plate金物 ボルト締めの作業が含まれる.

結 束

8 電 配

9 コンクリ{ト打設 コンクリート供給

均 し

パイブレ{タ{

10 左 官 仕 上 フィニッシャー

スーパー，フイニッシャー

11 表面取付材 木煉瓦

インサート

Plate 

12 後 始 未 清 掃

工具片付け

13 そ の 他 用 達

用 便

喫 茶

喫 煙

休 憩

2.2 P. C版打設 第 3槽 W1 8.42 1.26 

(Aライン)日東紡建材をとりあげたもので，その概 W14 4.16 0.62 

W16， WQ1' 5.76 0.86 
W18 

要は表-3のとおりである.

表 3
第 4 槽 可E可 4.51 0.67 

称 Im' /枚 Im8/枚|備考 W 1• 4.51 0.67 

第 1槽 W， 5.16 0.77 W. 5.84 0.87 

明T12 5.16 0.77 51' 2.30 0.37 

W.， WA. 5.20 0.78 W4， WA. 5.42 0.81 

WQ2， W A1 9.77 1.46 第 5槽 W19 3.05 0.45 
Sマ 2.74 0.41 W6， WA6 6.32 0.94 

第 2 槽 WA2， WQ1 9.77 1.46 W17， WQ17 6.32 0.94 

WQエ5，W15 4.98 0.74 第 6槽 羽T10 7.83 1.15 
W8 4.16 0.62 W11 7.83 1.15 

W， 7.88 1.18 R. 13.11 1.98 
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| 槽別|名 称 m'f枚 Im'f枚|備考

第 7槽 S工" SQ" 9.45 1.13 

SA" S， 9.45 1.13 

S4 9.70 1.16 

第 8槽 S. 9.70 1.16 

S"SA2，SQ2 8.49 1.01 

S6 13.14 1.57 

S'0 !山 1
1
.
57

1 

第 10槽 RA2' RQ， 7.83 1.18 

RA" RQ， 6.87 1.04 

R4， R，O 13.11 1.98 

Wヱ8

第 11槽 S。 2.24 0.35 

S6 2.24 0.35 

So' 2.02 0.30 

RQ" RA， 7.83 1.18 

R6 12.00 1.97 

R， 9.08 1.50 

4 調査の経過

8月2日(木曜日)調査員11名はAラインに集合，明

3日より 4日まで、の調査要領について詳細打合せ，調査

内容および調査担当を決定した.

8月3日A.M.7:00各作業員は作業職種別および作業

別番号を付した腕章および帽章をつけ作業を開始，調査

員も同時に調査を開始した.

土士がまず蓋開けを行なった.少し蒸気が立ちつめた

が作業内容の識別にはさほど支障があるとは思われなか

った.脱型は 1槽から順次大工によって行われたが，作

業の開始の初期において大工の手待ちが観察された.

P.C版の搬出については版の種類により搬出手段(吊

りビームを使用するもの，吊り治具を使用するもの，工

具を使用しないもの)が相違するために，必ずしも各槽

およびこの中にある版の順序どおりには搬出されず，そ

の都度オレベーターと土工(世話役)との口答打合せに

より決定される関係上，クレーンの走行が頻繁である ζ

とが観察された.清掃は土工が行なっていたが，清掃の

限界および限度が判然としない点、があるので，土工の中

でその所要時聞に大差があるのが特に目立ったし，ある

いは必要以上に長いものであると観察された.

コンクリート打設については，パッチャープラントよ

りダンプトラックによる供給を行なったものであるが，

コンクリ{トスプレッダーへのコンクリート投入供給が

時間が喰い違いのためかダンプトラックまたはコンクリ

{トスプレッターのいずれかが先着時間待ちが目立つ

た.また作業の流れの関係で，各槽において作業を実施

している段階で，その槽上をコンクリート補充のために

コンクリートスプレッダーが往復するときは，危険防止

のため楠の中での作業を一旦中止し，槽外へ退避し，通

過待ちをなし，通過後再び楠中において作業lを続行する

という繰り返えしで， ζの退避より再労働への時間が比

較的長い ζ とが観察された.

5 調査結果

i )作業工程および作業傾斜角

図 1は調査における各槽毎の作業工程表 (8月3日

第 1回調査)を示したものである.A

始，脱型，ストツクの煩lにζAl1植i僧菌より A2，A3槽.....

へと進みA12~菌まで，コンクリート打設，左官仕上，表

面取付材，後片付完了までにはP.M.6:52を要し 1サ

イクル終了したこととなる圃この間P.M園 o: 00より P.

M.l: 00まで昼休み時間である，これを図化したものが

図-2である.これでわかるように作業傾斜角が多少各

作業工程毎に異仕っていることがわかる.特に清掃，搬

出，配筋の傾斜角は，コンクリート打設傾斜角と異なっ

ていることが注目される.この乙とはこれら一連の作業

主程が完了の後，次の槽へ移動し，この槽において次の

作業主程に入るための流れ作業である関係上，夫々の作

業工程の lつがオーバータイムとなれば，そこで手待ち

または手待ち同様の作業スピードダウンを余儀なくしな

ければならない ζ とは当然である.乙れと同様8月44

日第2回調査を行なったものを図イじしたのが図-3であ

る.

第 1回および第2回調査を通じて考察すると，略々同

ーの作業傾斜角をみせているが脱型が第2日目において

大巾の侍聞がかかっていることがわかる.これは土工の

担当作業員が一時搬出の方に転換された結果である.し

かし，このことがその後の清掃，枠組み，コンクリート

打設へと波及していることがわかる.

ii )作業員およびコンクリート打設機械等の作業時間

追跡調査

図 4より図-6は第 1日目調査における平均的作業

員の時間測定をしたものの一例である.図中実線は正味

主作業または正味準備，後始末時間を示し，破線l乙て示

しているものは余裕時間(休憩時間，手待ち時間，用達

時間，移動時間等)を表わしたものである且

例えば図-4は土工1の8月3日第 1日目の時間測定

結果である.第 1槽中 W6の蓋開けより始まり， W12， 

W3を実施WQ2を越えてS7への!即とA10槽およびA11槽

は他の土工が実施したのでA9槽より A12槽へ直接移動

し，更にA12槽より再びA3槽へ移動して行った結果が

わかる.

図 7はパッチャープラントとダンプトラックの時間
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研究結果を図示したものである.ダンプトラックはスプ

レッダーのホッパーにコンクリートの積込みを行なう関

係で，その積込み位置はアプローチが 5個所の一定とえE

っているためその地点まで走行し，'!E量となったスプレ

ッダーがその地点に到着するまで待機するかあるいは逆

にスプレッダーが先に到着していてダンプ待ちをする

か，全く同一時間に到着するかのいずれかであるが，観

察によるといずれの場合においてもすべてスプレッダー

待ちである.図中の太線はパッチヤープラントの稼動時

聞を表わし，細線(実線)はダンプトラック(この場合

はNo.2，NO.3の2台)のコンクリート積載走行時間お

よびスプレッダーへの充填時間，細線(破線)は同じダ

ンプトラックが空車走行のうえバッチャープラントへの

もどり時簡を表わすものである.

ダンプトラックのコンクリートをスプレッダーに充填

場所はA3槽ライン， A6槽ライン， A9楢ラインおよ

びA12槽ラインである.

ζの中で待ち時間として考えられるのは，バッチャー

プラントのコンクリート製造能力に対するダンプトラッ

クの走行およびスプレッダーへのコンクリート充填能力

と更にはスプレッダーのコンクリート打設能力とコンク

リート製造能力およびダンプトラックの走行能力，すな

わちバッチャープラント，スプレッダーおよびダンプト

ラックの 3つの対応関係がある.この図ではAラインの

みではパ yチャープラントおよびこれに対応するダンプ

トラックは十分伝予猶があることがわかり，むしろスプ

レッダーの打設能力(これに関連する各種作業能力を含

む)に問題があるのではなかろうか.

図 8はコンクリート打設機すなわち， スプレッダ

ー，コンパクター，フイニッシャーおよびスーパーフイ

ニッシャーの稼動状態を示したものである.実線は夫々

の打設機械の実動を示し，点線は空軍移動を示すもので

ある園この中で特にスプレッダーの空事移動の目立つの

は，パッチャープラントによって製造されたコンクリー

トはダンプトラックにて所定の位置まで，すなわちスプ

レッダーに充填するための所定充填位置までの移動を表

わすものである.これらの場合の作業傾斜角をみると略

々どの打設機においてもスプレッダーの速度に従ってい

ることがわかる，これは先頭を進む場合あるいはコンク

リート充填の場合はその間手待ち時間となって表われる

ものではあるが，スプレッダーの後方を進行しなければ

ならなく，従って一応スプレッダーの所要速度に一致さ

せるいる結果からである.

表-4から表 6までは調査第 1日目における各作業

員毎の各 P.C版毎l乙夫々の作業時閣を測定した結果の

一例である. (単位は人分)

これらの作業員は次のようにグル{プが夫々同ーの作

業を協力実施しているものである.

i )大工 Aク咽ループ

大工 1 

大工 2 

大工 4 

大主 5 計5人

ii )大工 Bクツレープ

大工 3 

大工 6 

大工 7 計3人

iii)土工 Aクツレープ

大工 5 

大工 6 

大工 8 

大工 9 

大工 10 

大工 11 計6人

iv)土工 Bグループ

土工 1 

土工 2 

土工 3 

土工 4 

土主 7 計 5人

v)土工 Cクツレープ

土工 12 

土工 13 計2人

vi)左官

計 2人

vii)電工

計 1人

表 7，表-8は調査第 1日目，第 2日目における各

ベッド毎の全作業員の従事時間(人分)を示したもの

で，最下欄の括孤内数値は合計の人分l乙対する各作業毎

の100分率を記したものである. この中で最も大なる作

業時間の要する作業は調査第 1日目については型枠組み

(14.699~ち)，脱型 (13.391予約，清掃 (11.276~初， 次に

休憩 (9.826~的，待ち時間 (7.206 %)，調査第 2日目に

おける場合は清掃 (17.766~め，型枠組み (11.428 ~的，

休憩 (10.575%)，次l乙打設 (9.609~引の!腐となってい

る.

1コースについての合計は 11，657.5人分(第 1日目)

または12，259.5人分(第 2日目)となっている.

表 9は各作業員グソレープ毎， P.C版毎の調査第 1

日間，第 2日自における時間を人分単位で示したもので

ある.また各P.C版毎の作業別時間をも示した.

表 10は横グループ，作業員グループ毎の作業時間内

容の100分率および全作業時間の中の各槽毎の100分率を

示したものである.

第 1日目については 11，657人分 2日目においては

12，259.5人分となっている.

土工は第 1日目において57%で最大，次に大工32%，

左官の 7.2タム電工の 3.896の!唄であり，第 2日自におい

ては土工は48%，大工 36%，左宮 8.8~弘電工7.2%の JI蹟

で，土工が各作業の中で最大，次に大工となっているこ

とがわかる.

この中で注目されるのは清掃時閣が調査第 1日自におい

ては全作業時間の 10.5%を占めているが，第 2日自にお

いては18~援と非常に相異を生じていることで，この点清

掃の限界が詳らかでない作業であるかあるいは詳らかで

ないζ とを理由とした休憩時間相当の作業内容の認識か
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のいずれかと考えられる. 2日聞を通じて観察すると最

大作業時聞を占めているのは清掃の1M弘次に枠組の13

%，休憩時間の10%の11頁で，逆lζ最小作業時間を占めて

いるのは表面取付 2%，蓋聞けの 8~弘正味後始未時間

の 1%，移動時間の 1勉強の11頂である.

P.C版製作の 1m2当りの作業工数は最大のものは812

で 123.4人分1m2であるが， これは未端lこ水返しの突起

部がとりつけられている関係で他の p.C版より作業工

数が大とえよることはうなずける.次i乙W6の90.5人分l

m2， W7の81.5人分1m2の順と伝っており，全体の平均

をみると 93.96人分1m2 となっている.

6考察

前項で示された認査結果より，作業員の作業内容およ

び作業員の流れを正確に把握することは非常に困難役こ

とである.

表 11は各作業員の実作業に対する各作業量を示し

た.

表-12は外掛け法でいう余裕率を示した.ζれをもと

として各作業毎l乙従事した作業員の必要数を算出してみ

ると表-13のとおりとなる.現在Aラインの作業員の構

成は

大工 7人 左官 2人

土工 13人 内 世 話役 1人電工 1人

それを待ち時間，遊び時間，用達に要した余裕時聞を一

応除外算して出すると

大工 5人

土工 10人

となる.

左官 2人

電工 1人

今アJレバーコンクリート打設機の現在の性能を基礎と

し，上記の作業編成で作業を開始したとすると，例えば

A.M.7: 00作業開始とすれば，単純に 5:30において，

すなわち P.M.O:30においてAラインの 1コースが完了

することとなる.以上より工程実施表を作成すると図

10を得る.

7 むすび

以上調査結果のとりまとめを行った結果，一応はAラ

インの実体はある程度把握できた.この中で種々の問題

点を認識したが特に作業長(世話役)の強力な指揮，鉄

筋，治具などの置場の位置，作業時間目標の確立が望ま

れる. もっとも作業員の労働意欲向上と，作業に対する

熟練度を高めることおよび疲労度の軽減をはかることに

より一層その目的が達せられるものと考えられる.

乙の調査については大成プレハブ株式会社の全面的な

配慮と名古屋工業大学院生高橋君，同大学生神谷君，同

工業教員養成所学生，尾崎，加藤， 酒井， 佐々木，中

根，平岩，平野の諸君の協力を得，また資料整理につい

ては高橋君の協力をいただいた. 記して謝意を表しま

す.
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表 自

てご
大工 A 大工 B 土工 A 土工 B 土工 C 左 { 呂 電 工

1 

B.F 121 
W6 84 88.5 49.5 41.5 127.5 195 79 119 38 36 5.5 37 4.5 29 

A 1 W12 57 36.5 17 27 139 119 48.5 118 21 5.5 17 4 1.5 15.5 
W3 27 39 2 23 121 101 49 32 7 4.5 20.5 7 6.5 
S7 53 30 4 2 64 71.5 35 16 8 7 23 14.5 

WQ15 38 68 23 41 82 88.5 57 26 7.5 4.5 13 36.5 6.5 11 

A 2 明T8 59 39 15 28 108 75 24 53 23 9.5 20 11 10 6 

W2 13 16 18 18 54 74 90 16 10 10.5 24 44 

V1 12 26 4 24 69 72 37 11.5 10 6 12.5 

A 3 
V14 24 63 23 62.5 86 86 46 80.5 18 13 8 12 16 24 
V16 28 16 23 47 70 89.5 170 32.5 4 6 10 19.5 18 
明T18 149 71 18 106 28 52 141 59.5 13 12 21 17 

明17 90 92 20 24 121 92.5 55 64 31 4 14 36 91 
W13 115 108 46.5 27 51 55 30 35 10 7 12 16 9 14 

A 4 W9 7 44 31.5 32 49 54.5 61 56 16.5 9 9 43.5 
S 12 44 45 36.5 19.5 83.5 28.5 67 189 11.5 5.5 13 24.5 
W4 19 57 68 61 46 71.5 102 54 11 6 8 29 66 

W19 16 9 14 44 132.5 79 63 42 3 3 51 15 

A 5 
明15 26 26 21.5 50 92 157 92 96 28 17 8 72 28 
W17 31 23.5 11 24.5 136.5 9 50 81 13 5.5 15 25.5 6 25 
WQ17 42 61.5 54 44 108.5 94 110 48 64.5 5 25 64 9 59 

W10 14 43.5 49 48 52.5 71 68 98 33 4 49 42.5 5 

A 6 W11 19 53.5 43 60 62 83 34.5 56 20 4 55 68 15 

R4 68 91 52 51 56.5 64.5 78 143 30 13.5 92 53 46 26 

S4 58 36 12 28 61 59.5 40 60 23 1.5 60 34.5 11 

A 7 SA1 26 40 30 17 94 107.5 75 44 6 7 26 17.5 17 25 
Sl1 29 31 52.5 27 64 52.5 22 54 2 25.5 4 23 15 
※SO 23.5 

S8 56 47 52 31 43 57 39 57 24.5 21 17 20 24 

A 8 S2 59 78 15 37 76 99 33 46 18 8 16 29 

S9 44 53 74.5 37 94.5 74 54 59 12 25.5 14 18 39 38 

A 9 I S5 
(95[71133|48180ド36518011031

51 1 110 1 74.51 78 1 81 1 187.51 80 1 159 
6I48121133|59 
1181-18146  

I-I~I-I-I-I-I-I-I-I-I-I-I-I~ 
S'6 30 112 21.5 155 15 123 12 19.5 2 60 9 

A11 S6 3 70 157 59 110.5 19 63 49 11 4 7 50 

S6 68 2 87 8 35.5 4 7 ← 

R2 98 235 35 24 24 137 78 45 51.5 11 12 35 11 47 

A 12 R6 51 177 49.5 68 86 79 149 77 37.5 24.5 78 35 33 
RQ2 59 78 38 36 44 133 124 69 14.5 4 18 19 
RA  93 

そ の 他 |抑|凶 I379 I 73 1110 1 -1 -I -I 522.5同06I -1 -1 -1 
計 12…1911，65611，68812ω613叫…0611吋71 1833 1鰯 1494 1附
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言十 正味準備 正味主作業 正味後始末 余 裕 大工Aグループ(4人)
備考

1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1. 2. 4. 5. 

大工Bグル{プ(3人)
121 4 113 4 

388 546 73.5 66 206.5 289.5 108 190.5 327 3.6.7. 

301 325.5 4 13.5 224.5 207.5 2 70.5 104.5 344.5 土工Aグループ
233 206.5 4 6 165.5 178 63.5 22.5 197 
185 141 2 3 155 94.5 0.5 28 43 157 5. 6. 8. 9. 10. 11. 

(6人〉
227 275.5 6 10.5 162.5 201.5 58.5 63.5 172 Bグソレープ

259 221.5 6 13.5 209.5 152 43.5 56 217.5 1. 3. 2. 4. 7. ( 5人〉
209 178.5 3.5 8 173.5 132.5 32 38 186 Cグループ

138 146 7 2 109 126 1 21 18 123 12. 13. (2人)

221 341 8 17 176 225.5 1 2 36 96.5 195 左官 (2人)
323 210.5 0.5 9.5 160 171.5 16 146.5 29.5 195.5 
370 317.5 98.5 4 201.5 259.5 1 69 54 307 電工(1人)

422 312.5 11 20.5 277 213.5 1 133 78.5 336 
273.5 262 14 4 164.5 169.5 26 95 62.5 272.5 
174 239 2 7.5 137 141 0.5 2 34圃5 88.5 160 
255.5 312 3.5 4 230.5 208 21.5 100 242.5 
320 278.5 33 14 143 193 144 71.5 223 

279.5 192 1 2 104 94 1 173.5 96 224.5 
267.5 446 2 5 193.5 241.5 1 1.5 71 198 231.5 
262.5 194 3.5 5 151 119.5 1 2 107 67.5 219.5 
413 375.5 19 19 224 248.5 1 169 108 339 

270.5 307 20.5 13.5 207 228.5 1 42 65 234.5 

248.5 324.5 3 2 170.5 213.5 1 3 74 106 214.5 

422.5 442 24 20 237 296 4 6 157.5 120 327.5 

254 230.5 1.5 4.5 154.5 176 1 97 50 168 
274 258 4 24 195 188.5 8 67 45.5 210 
192.5 209 17 6.5 155.5 168 1 19 34.5 181.5 
23.5 0.5 22 1 23.5 

231 257.5 1 11 176 200.5 54 46 198 

216.5 297 6 21 171.5 212.5 1 38 62.5 189.5 

332 304.5 35.5 15 218.5 238.5 1 77 51 277.5 

初 14445| 612605l お45|
1 ~…山| 334 

307.5 1 581.5 10 1 174.51 299.5 9 1 120.5 1 263 253.5 

80.5 478.5 9.5 12 54 322 5 12 144.5 76.5 

201 351.5 4 3 132 297 2 63 51.5 192 

120.5 141 1 2.5 72.5 131.5 2 45 7 114.5 

309.5 534 27 43 175.5 302 107 189 245.5 
484 460.5 19.5 4 276 330 2 1 186.5 125.5 343 
297.5 339 10.5 4 183.5 210 3 103.5 122 255.5 
93 55 38 99 

11，150.51 355 1 61 1 110 I 

1，657.5112，259.51吋“217809518374| 四 lw|3ー3吋
(4，593)1 (3，605)1 (67 ，329)i(67~492) 1 (1，084)1 (0，954)1 (26，992)1 (27，133) 
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表-11 

正味 正 1床 主 {乍 業 時 間
PC版 グループ

蓋アケ|脱型 lストッイ清掃|型枠組 l先付材|配筋|電配 IC打設準備

大工A 184 241 550 127 588 

大工B 108.5 298固5 15 646 135 96 

土工A 34 45 635.5 2 965.5 493.5 6 5 

670803 土工B 53 25 374 343 712 

土工C 149 19 12 794 22 5 7.5 

左官 6 

電工 7 2 194.5 

大工A 175.5 202.5 2 402 101 712 62 

大工B 77.5 281.5 5 477.5 159.5 172.5 

土工A 46.5 38 93 80.5 2，039.5 500.5 24 

670804 土工B 36 33 413 130.5 6 1，052.5 

土工C 70.5 35.5 10 401 1 1 23.5 

左官 1 16 

電工 35 14 366.5 

正味主作業時間 正 味 余 裕 時 間
PC版 グループ 小計 計 備考

表面仕上|表面取付 後始末 待チ|アソ ビ | 移 動 | 休 憩 | 用 達

大工A 24 44 154 11 113 14 2，050 
(32必)

大主B 19 9 24 19.5 41.5 217 27 1，656 

土工A 34 185 146.5 3 296 154 2，996 (57%) 

670803 土工B 263 122 4 300 207 2，403 11，657.5 

土工C 64 25.5 2 43 50 32.5 1，225.5 

左官 450.5 289 86園5 1 833 (72%) 

電工 20 9.5 45 32 82 102 494 (38~的

大工A 32 213.5 267 17.5 112 20 2，319 

大工B 8 6.5 86.5 12 72.5 231 98 1，688 (36%) 

土工A 32 116.5 3 246.5 178 3，398 (48%) 

670804 土工B 2 205 123 29.5 328.5 247 2，606 12，259.5 

土工C 61.5 10 0.5 40 16.5 671 

左官 509.5 180 279.5 986 (88労〉

電工 15 1 29 14 59 58 591.5 (72%) 
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表-12 

~戸iト~I 正品備|」作業 14始末|昨叩吋余品問 l 余叩率
大 工 292.5 2，739.5 

土 工 236.0 4，457.6 

左 { 己 456.0 

電 工 7.0 196.5 

(注)余裕時間は移動，休憩時間を除く圃

表-13 

五詰喧塑!1!大 工 | 土 工 ! 合 計

5人 2人 7人
蓋明脱型 (6人) (3人) (9人)

2人 2人
ス ト ツ ク

(2人) (2人)

7人 20人 27人清 掃 (9人) (23人) (32人)

5人 3人 8人
型枠組立 (7人) (4人) (11人)

7人 7人
コンクリート打設 (8人) (8人)

(注) ( )内は各作業に従事した作業員数，世話役

を除く.

(註) 1) 中島一:TILT-UP工法による 7ノTートの

作業能率調査(第2報) (定置式版

製作の工数について)日本建築学会

東海支部研第 5号昭 41.11 

9.0 3，041.0 542.0 0.178 

98.0 4，791.0 511.0 0.107 

456.0 290 0.635 

20.0 223.5 156.5 0.700 




